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めぐろはんどめいどエコバッグの作製について 

 

１ 背景等 

区では、ごみをなるべく出さない賢い買い物を広める「めぐろ買い物ルール」の取

組を推進している。そして、同取組に賛同する店舗等を「めぐろ買い物ルール参加店」

として登録し、また、区報への掲載やパネル展示などの啓発も行いながら「ノーレジ

袋のすすめ」として、エコバッグの利用促進やレジ袋の使用抑制を図っている。 

本年 7月からはレジ袋の有料化が義務化されることから、そのことをプラスチック

削減の象徴として捉え、区民の方々が使い捨て型ライフスタイルを見直すきっかけと

なるよう、更なる啓発に取り組む必要がある。 

そのため、新たに障害者福祉分野と連携して、オリジナルのエコバッグを作製する

ことで、エコバッグの更なる利用促進を図っていく。 

 

２ めぐろはんどめいどエコバッグの特色 

（１）障害者福祉施策との連携 

・区がエコバッグの形状などを提案し、障害者就労支援施設「おおぞら」が手作

りで作製 

（２）オリジナルのデザインや形状 

・持ち帰り弁当が入るマチが幅広く、市販品にはないサイズ 

・汎用性が高いＡ４サイズも用意 

・絞り染め等の一点もの 

 

【作製イメージ】 
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３ 広報や販売等 

（１）広報、情報発信 

区報、ＨＰ、ツイッターで情報発信するとともに、エコライフめぐろ推進協会の

ＨＰ等でもＰＲしていく。 

（２）配布 

区では、イベントでの景品など啓発品として配布する。 

（３）販売 

・エコライフめぐろ推進協会（目黒区エコプラザ）での販売 

・生活彩家（区役所１階）での販売 

 

４ 期待される効果 

・普及啓発品としての活用や販売拡大によって、障害者の個性や能力を広くアピー

ルする。 

・循環型社会の実現に向けた取組と障害福祉施策がお互いに連携し、エコバッグを

更に普及させることで、プラスチックごみの減量を一層効果的に推進する。 

 ・身の回りにある使い捨てのワンウェイ製品を削減し、使い捨て型のライフスタイ

ルの見直しが進むきっかけになる。 

 

５ 作製数（７月以降順次） 

  ・持ち帰り弁当サイズ   ６０個 

  ・Ａ４サイズ      １３０個 

 

６ 今後の予定 

以    上 

７月 １日 販売開始 

 ＨＰ、ツイッター等で情報発信 

７月 ５日 めぐろ区報掲載 






